2025(R.７)年度　冬季自己評価
（モンテッソーリ教育勉強会に参加した保育者）

「モンテッソーリ教育勉強会を通して」

	
	項目
	自身の行動の変化
	子どもの変化
	考　察

	１
	一　　　番　　　心　　　に
残　　　っ　　　て　　　い　　　る
言　　　葉　　　か　　　ら
	・モンテッソーリ先生が残した教育法を伝えていく義務がある
・“静粛は子どもが集中してこそ起こるもの”おしごとに誘う
・“おしごとは子どもが伸びるチャンス”意識が持てるように言葉をかける
・“子どもは何回言われてもわからない”大切な事は、何度でも伝えるように
・未就園児担当：子どもの興味関心を、母に個々に伝える
	・観察から相応しい関わりが
出来た
・保育者が分かりやすい言葉を使うことでコミュニケーションが深まり、言葉が増えた
・クラスや年令別の時もまとまりを感じる
・おしごとを何度も繰り返す姿を見せる
・子どもから、話しかけてくることが多くなった
	・常に意識した行動や言動がとても大切であることに改めて気づかされた
・教具の目的を再認識でき、教具そのものとの関りを大切にしたい
・おしごとをよく知らない子に積極的に提供したい
・自身の心の余裕を持って寄り添えるような保育者でいたい
・繰り返し伝えることで身に付けることが出来る

	




２






	


観　　　察　　　に　　　つ　　　い　　　て
	・観察から援助や工夫を導き出せる
・観察のポイントとして、環境、敏感期は何か、を踏まえ行動を見るようにした
・個々の良い面だけでなく、弱い面を考えるようになった
・子どもが自分で乗り越えられるよう、持っている力を信じられるようになった
・子どもの内面を感じられるようになった
	・観察を通して、良い関りをすると満たされている事に気付いた
・難しい部分を分かりやすく伝えることで出来るようになる
・集中が続くようになった。自己選択と自己決定の姿が多くみられる
・自分でやってみようとする姿を感じる
・信頼関係が増し、頼ってくるようになった
	・成長に必要な環境を整え、欲しているものを見極めることが大切
・達成感を感じる経験を増やしたい
・観察を通して自分を育てようとしているのは何か、見つけることが大切
・保護者の理解と協力は不可欠
・子どもの力を信じ、観察しながら待つことの大切さを感じる

	３
	提
供
に
つ
い　て
	・言葉少なく、ゆっくり話しやって見せる。その後促す
・学んだことを子どもたちに伝えたいという思いが強くなり、関わり方を改めて見直せた
・チーム保育なので、クラス全体を見ることと個々の提供に分けた
・教具や提供に関心を持つようになった。出来そうなことからやっている
	・提供を通して、子どもの分かった時の驚く表情や真剣な取り組みが多く見られる
・友だちのしているおしごとに興味を持ち自分もやろうとする姿を感じる
・集中現象を見るようになった
・保育者の行動をよく見て、真似をしようとする
・自ら挑戦しようとする姿が見られる

	・ゆっくりとした動作と最小限の言葉の提供で“やってみたい”という気持ちを引き出せると感じる
・今まで言葉の指示が多かったと反省
・日々の提供から、興味関心を広げられると感じる
・保育者自身教具に触れる喜びや楽しさを感じることは大切


	4
	ク　ラ　ス　の
環　境　設　定
	・2才児でも分かるように目印となるマークを付けたり、分
かりやすい見本を用意した
・子どもの興味関心に見合うおしごとを用意し、集中しやす
い椅子の配置をした
・おしごとを子どもが選びやい
数に制限した
	・人的、物的環境が変化することで子どもの変化を感じた。今までで一番落ち着いておしごとに取り組んでいると感じる
・手が汚れていたら手を洗う、汚した机を自ら拭くなど気付けるようになり、さらに行動が出来るようになった
	・相応しい環境設定を学ぶ事の大切さを感じている
・環境設定の違いで子どもの行動が大きく変化した。大人の役割は重大
・小さい子ほど視覚を通して援助することが有効。自分で気づく力が付くと思う

	５
	
今　後　に　向　けて　
	＜意向・工夫など＞
・子どもは、一人の人格者であることを踏まえ、日々丁寧に接していくことを改めて感じている。
・当園の行なっているモンテッソーリ教育を通して、子どもだけでなく保護者の意識が高められるような対応をしていきたい。
・保育者が変われば環境が変わり、子どもが変わる。この事実を1年の勉強会で実感した。有資格者と資格を持たない保育者が共に関わることを踏まえ、伝えることの大切さと責任を感じる。学びを共有しながら園の保育の質を高めていきたい。
・安全を確保しながらも、子どもの気持ちに沿った活動を提供したい。



考　察
　・勉強会に参加し学べたことは、それぞれ良い刺激となって今までのやり方や環境設定の見直しが出来、
少しずつではあるが改善することが出来た。
　・改善して子どもの様子がどのように変わったのか、よく観察して更に改善する点を見つけ、取り組んで
行こうという意識が高まった。
　・今後の取り組みとして、この勉強会は継続していくのでそれぞれが意識を持って学び、学資格を持たない　　保育者へのアプローチや園内研修を的確に進めることが大切である。
